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ヴァイオリンの製作
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　よいヴァイオリンとやるいヴァイオリン1ま科學的にど

う遣うか゜古い名器に優るものが今日の按衛て作り褐乙

か．いま寂ての研究網果をまとあるとこ彪は可能らLい

鼓術家は名器を安皿に多量生産する夢を見ている．

t喩出と榮醤

　ヴァイオリソはほとんど木製であり，小型軽量で手細

工によるとtうも多く，デリケPトな勘を必要とする鮎

で正に日本人向きで將來の鹸画品として好適と思われる

翼ま名器を作る秘けつがわかれぽよいのであつて，よい

ヴァイオリソを安く作るにはど5すればよいかを探求す

るのがこの研究の目的である．　　　　＿

2．わが画ヴァイオリン製廼界の現歌

　わが國で本格的にヴァイオリソを工業的に多量生産し

ているのは鈴木グァイオリソ會肚だけといつてよく，名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4古屋に本工場木曾薦島に分工場がある，y・わゆる手細工

の高級品は名古屋で作られる．あとはずつと小さい家庭

工業的な小工場｝こなb，個人の仕事部屋の申で作られる

機械を極力使用する多量生産がよいか，手工業の道を行

くのがよいかほ問題になるところであるが，木材を使用

するかぎり，木材の質そのものが均一でなく個性がある

ので，一律？t寸法をきめられた多量生産方式で行くこと

には無遜がと亀な5．個々の材料の特質を生かし，これ

を加工するのに，できるだけ機械力を用いるのが將來の

道であろ5．

3．「ストラディ’《リウス」の酪窃

古來，世界的に有名で名器とされているのはストラデ

イバリウス，ガルネリ，アマチなどいずれもイタリーの

手工もので製作者の名をもつてよitiL，申でもストラヂ

1バリウスがもつとも有名で珍重されている．ストラヂ

1バリウスは1690～1750年に伊太利iこ生存した非常な

研究家で，立派な科學者でもあつたらしい．多くのヴァ

イオリソを試作し，作品は前期，中期，後期にわけられ

る．．後期のものは珍しい試みのものが多く．そのために

失敗作が多いともいわれている．その死に當って製法の

秘密を全部地中に埋めたという傳説があ軌　これ以降ヴ

ァイオリソ製法の秘密は地下に失わ馬後世の人はいた

ずらに晴申模索してストラディバリウスの後を追りてい

る獄であるとい5のが今目の状態で贋格の瓢でもζれ

らの古器と近代に作られるものの間には桁違いの差があ

る．

　しかしながらこれを工業的にながめると，それ以後，

300年聞の科學按衛の進歩をもりてしても，なお一天才

の作晶におよばぬというのはおかしなことであり，骨と

5的美術品としての慣値をのぞいても，なおまだストラ

ディバリウスには扱きがたい君響的魔術が存在するかど

5かは今日④科學按術者の大いに興凍をそLる問題であ

る、いわゆるAgeing　Effect（年代効果）として膠化や

木質と賢料の間の化學礎化が起るのカ：差蓮であ：るなら

ば，これらの反懸を人工的に促進させる方法があり得る

しまた「弾きこみ」の効果をあげるならば，これも強制

振動法で置換し得る筈である・そinでもなおろトラディ

バリウスやガルネリウスやプマチを無條件に珍重する一

種の紳秘主義に野して，當然科學のメスが加えられるは

ずで7Rama【b　Backhaus，　Meinel，　AbbOtt，：　Rohlcff，

Saunderなどの研究が從來までに蛋展されてぎてVる・

（雀末丈献参照）中でもSaunderを中心とするハPバー

ド大學グルρプの研究は系統的で優れたものであるが，

なお閲題は多々窺されている・

4，ヴディォリンの構遣と材耕

ヴァィォリンの主要部は表板と裏板と，．これを適絡す

第1画　ヴァイオリンの構遭

11



∴需離鱒糟慧灘饗？1互噺
　㌣物の補醐と砿力胸鞭槻けち声てpm・eのカ’、

磁へ桝猷晦うてりけ韓紬のマ凝餅ぴ贈荊

／驚欝騨ξ総欝難1
｝∵、㌔褒梅醸旋⑳聞に雛騨畿って、・でそめ上に駒溺の．

’ゴ　，る・一がワイtり　yを一偲の融騰とLX見6と，側板≧

．．

@裏披参架あるV｝は亥躍穿：の上に衷板を藤つたこおこな

一tる・棉の姻に朔枚の凝張つた礪厳を叡て，桶の

；，齢戴蹴齢鰍既職錨・季目齢る．この
㌦ヅ・イ君y継嘩糖謙噸材料の撰鐸は槻
此∫釈おり・繊と側1＄Zdy・e　gLヂ梱・・槻薄だけガ

，・　．干ゾ松く天難蹴いと練る）・でよく鋤する・

ごジ・　した渾つg君波を鍵申に輻射さぜる纏潔は駿板で．

鷺謬警笥誉1誓留ご冷1露ジ罫∵㌘謬∵露∵∴響

∵働るはずで・灘士もつとも苦・bの＆v，ところである・．

／裏樋・鵠鯛餌騒縮鰍の習がrwさ2・6eと、
乞　　がMeine1などによつて報告されて野る．表糠とほ左右

’　㌧ほ橿樹穰にfig孔があいている．轟裏板ともζ中央部で

　　典き合ぜににぎ倉せる．eが普通で，．左冶Q野講性を保っ

　　允め稿、一定の大きさの板を厚峯を挙倉するようにさき

　　ePtを鋤恥’た擬でつ齢馬翻力・らけず咄す

　　定はか喬う夕がましく，由緒づきのが珍しぐなV・．’指阪

‘、は黒たんがよいe＄tiるが，他の本に黒い塗糟塗つだ

　，代溺晶も多い・　　　　一　　　　　　　　　　ご

　　　麹こは天盤榔も？と駐いと～・㌔慨られ漕匙
　　餓たものもあるが，子綿の小型ダァイオyyで1まご

　．癒威功したが告通型のもでは威働しな鮎．
　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　・木材孕使用するた軌に問覆が多く，r多量生塵を不可能

　　酵せるのであるから・伽入工材辮金麗海鱒ない

・，’ 烽､と蟻搬峨旅作つて筋ρも協鮒嬉

’

、畳

μ

　二かカ㍉すぐ考えられるとζろでプラスチザクのもの屯試

　　作され・米國ミシガソ大學め〕Maddy融綬のとζろでア

　　7レNミg均ム禦のものも試作された力馬億i鷺に敏略があつ’

　て．ものにならなカこグた・ζれ膿抜姻大の購鶴っ

’た＊a板で作つた鵬と似た現象で，嬢な難と醸
　　鮪房ぞの上腫の小さ畷で木謝こおよ1漁筋と

　　考えられる・將來木材より輕く（アルミ＝ウムは木め5

．㌧{ある）彊性と強度もある人工材料ができるまで，木材

　　が優用されるであろ5．、　　、．　　　’’”

　　　5・工作と塗嚢一．・　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　＼ρ　　　Ls

　、、機域化ざ淑た場禽鷹微スタ産憂桝で板を薄く切り，こ

一∫霧畿灘蓼欝；謝陰鎧魏・∴

　　汝いる・翻輝に贈手硝鋤もばもO．em“etw　－一
　　な人ユ翁膿牽φ鎌欝蜘ξで嚢ているが，1ダ響イガ穿ソの㌦

　滋膨頓縄鞍である．て　　一　’　一’㌧．　・　さ　一・’
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

一ヴバ卿γ雑魏徹を鷹φ羨叛の華鰍擦困r
・みと厚みの分鵬饗曲曜創その曲鶴嚢赫ゆ厚み，ビ

曲膿合などの・いわゆ磯計細は択て繊鞭ざ一・“

きあら群蛎多くば藤鱒從と灘で醐翻
　｝～費理性を輿える¢pが硯究の主題にな多おけである．　‘

　　幣パ…で仕上げた後の塗装は，科學鰍こ1餌づ噸

嶺から襟ら泌・Pは防縮Lり壱堆質の繭でむ
．るが・鶴としてはさら嘆騨簾ヵ訣きい・購の

臨ら瞭繊瞳な≦岬の繭卿こも澱鱈ポ
．飾る瀦來醐瞳装塗駒はな・〕・－eれ鰭質に
．悪影響をおよぼすものと信じられてy・る鯛これについ一一

’ては後迦する・塗麟はアル＝・一一・係柄と油系越に大．

別編速難でアルコゆ8スが優り遭質では洞
　ル系が軍ん一1：ちれる．油は良質の亜瞭仁油がよいとされ

　でいる．ζれに色康を混ぜζii蓬しい色合いを出ナオイ

　ル系3スが乾くめは歎年ヵ・ら敷十年乏いわれておむ，ζ

　れ演ヅブイオリン研究ヒに大きな障害の一つになつ｛い　t

　る：　　　　　　ノ
　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　L

　　Ptアイオリyとしてあ良否はヴァイオリyの本騰だげL

　でな一く，これに9ける駒，韓，O質，と，駒あ設計，取付

け位簡魂桂の位鶴などの組始せで微妙iこ影雛れ一“

るので・最馨の調整がなかなか面倒であるが，一懸醐　 ギ

／を翠純にするために本稿ではアクセtf　P　＃一と譲鰹の簡題

　を除外する．　・　　i　　　1　　　　　．　　　“’

　　5。曹響機器とし宅のヴアイオi．　ijン　　！　s

　およそ襲曾騰には三つの要素があるree－一に鑓訪部，

第二にζれを傳蓮す可き健遽系でζれには共振系，濾波’

’癌ふくむ砧髄で瀦諦骸雄唯礪尉礪　；：
射部であ袴・マグネ勃ク・スピーかの例で嵐礪毒一“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤繊聯’レバーが羅舞ペーパコVyが嚇瞳…一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で豹・室氣暗響イソピーダソス潤ド常に臆いとζ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うから，イソe・　・・ダ蹄整舘よつてエネル“F・一をなるご1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駅脚髄に鰍るために一定の大ぎさα醸が嬢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。搾なり，ζのたあにペーパμコPンが必要になる．ヴ’r

≧謬隣贈墓趨慧肇灘撃論，盤響織鑑雛鍛翻誤
噛諜舞蟹義灘甑嚢雛灘灘器’蓼1聴璽騨にs？で轡ボ予蝿轡町　み

譲潔気謁諺爵短㌧霞≧滋豪謡㍊斗㍉乏ll誓く：滋藁



蓬糀竃謬碁蟻ぎ憎弩竺拶野惜1∵1鷺警欝讐

／

　　　　と麟糠葦麓望姦蟹鋸灘霧鱒

　　　　の盤能と同じに考克られるはずで，すなわち，．．

　　　　s’く…）周波響継1．　　　　．．、

　　　　　・（ii）韻（スペハル轍）－　h“　・
　　　　　　（iii）　過渡現象に鍬する特性　　　、　　　　　一

，一　．留欝性　・　’　』．
　　　　に分解される／　　　　　、．　　　　’　　　　　　　　㌧

　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　6．周波数特性　　　　　　　、　　　　　　マー
　　　　　ジ。イオ抑がだし得る最低普は・G・Z・　196サイク・t

　　・であるが些鋤・撮離3°c°～髄の聞略即曝

ゆ

b

、

　　くこと」B・wi・gの問題で，人蘭が蜘・㍗のでは一憲の

’塞醗管潔轄霧繍難撫二蕪ζ

　　t（第2圖）ζ繍駒か猿楓難譲板・脇麟靴

　榊

∠

　2　　り

　’　P　、　　　～第2圖　周波敷特性湖定製置　　　　！　’
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　，コ　ー振動さぜてでる書をヴ㌃承オリソの正薦駒の直上50c瓜

∴ジの複ろの認iで灘隔周波雛性を求めた・使驚し

＆＼瀦儲嚇齢鄭圖のよ5で完金に鵬か筋る・
　　’　　マインロブオ・一ゾ、　’“th’　一　　　　　一　・！

　　　　嫁べ饗シティ型で，

’㌧　　卸圖㊧繊鱗線
　∵　”を看IS・る．麟擬は、

，”

@’ 譌抽G周波獲振器で蓬
一．ご一．繧的に周疲数を麹　・．・　　，　　・、、
，・ @　　｝　・　　　　’　　　　　　　　　　　　　　．・　　JX　　　　　　　　　　　　　　‘へ　　　，，　　e

　・現　　’え，、ぜ戸グと谷を．　蕗3園　纈幅器（電塵櫓嚇〉騰盤
ド’ 戟@　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　一
／　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ギ∫砿←1

　－，＼　　・
　ダ．tら

て歓．・馬　」

鴛’二嗜

　響　　、　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒

　　　1　　　t　　　　　　　　　　；　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

7室’∴紡．t∵第蠣！馳ψデ擁Ψμ『7黄ジ鐸弩　　’

緊煮二1デそ塁1㌻乞1τ㌧∵三㌶㍑
転転喬ぢ，！㌃訟∴磐∴…　飯玄㌧一、鉱∴　。．：・e．　／　唐ガ1、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁鉱N

鋤
」 〆 艦

ノ

， ぜ
’

’
P　　　　　　’　　　　　　　サ

働ノ　噌 酬匹
、

ノ P
一

’

軍　　　回 ：’

一 ！　，　　　　　　　　　　　　丘
億

〆｝

’　　　　　　　　　　　　”

解　　　　静
　戸C 屯隔　　　副

琳騨肩脚聯脚囎騙圓）　　噛剛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿
と1　　　並

恢
レ　　　　　，　　炉

’

律少

婁

芦　、 P　　　璽

’

f　∴ つ

藩．

㎡　　　　　　　’　　β

阿

～　　～　戸

〆
　　　　　　㌧@　　　ヤf

¢

》 峨　　，　　　　　　．

㌔

9厨

4　－6　8潔 2 ・4　5壱　　一　2・ ．4『5晩

鵜鶏蓋趨駿灘難窮鱒郭、1し
ζの中Seik解は板どゆかち設諦、加‡，組立お聾暫 @　．㌧

灘毅の全工樽筆者の一人熊谷呼でrTつたもので靴

試作第1號である・　　　．　　．一一．．一、

ガ励鰯蕉伽轍　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v聖

。趨観1叢際潔灘芒1二⊇源亨1
’魁こ嚇果ではド寿ラデ、，・堕ゆ特徴蝕蜘∵

　薯ジトであるが中書蔀で砥周にでる．大膿にいつて絵り　　∵・

離のはげしいものは悪く，、とくに高聲部に異常なぜ〆一．．．
　　　　　　m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば

　ダがでるのは安ものの聴徴で翫る．e“　・・クの中最低部匿

あるのは鰯の蝋のへ，弘輪蚊鳴器の㈱で翻　一1

され，グ宇孔をi近復め楕圓でおき換えて鯉論計箪から鍛祁∵5、

した周波籔とよく一致する．次に現れるピ炉列塘板φ怨’r
　　　　　　　，’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　・　　　　　　　　．　　v　　　メ　　　　｛　　．．’

墓準振動である’　ノゴ　　　’ノ専　　一・　ご♂竺

魂卸鹸によつてグァイオリyの搬う遡ケμ鴨斧
攣ることが信じられているので・こ纏　鮒す納鯉、一を

蟹聖卯瓢こ礁欄のような三つの輝に難鶴／ズ
　　　・④　♪　②”：，　◎　　∴∵導

捌恥 夢秘 嫉腿

　　∵∵鋼圖：鋤往ρ位置二・囹
㌶・き粉えて磯波騨鞭ゆ醸課醗7駅・嘔力㍉滴
仁らわかるどとはジ「難轟魂搬駒に遡拷鯨塑の鮮困7
　肌〃が轡．ンーし繍ζρ童高書がまくでるよ5にな審．ζ舞デ、瀦亭

”は麟強醜で碓鷹翻の瀞にIIつで織鯛∵
　　違5ためそあろう“．濠激堂澗あビ詞タ敏亀ちろん繊かギ・・

，ぜゆ：機建の位置によづチは聯瞬ヤ・cとが拶ろ紙∴て：

∴峨濾難⑳雌に燭灘の麟を示ず砂稿る幽熱
／1る C皐：滋二賦し1ζ㌶薄義藩

｝、∵二

’・ @　ノ，∴

幅
ぐ』葺

∵糸



総ご ?ｬご貿穿避拶1藩籍讐欝響欝灘灘驚難灘雛
　　　　’・14’　！　．　’　　一　　て一　　　　　　、　　ニリこ垂1淫1療擁零謁誉雛
　　　　　　　　　　　　　　　④

　　　　　　ht　㊨、　　　　”

企＼ノ＼眠／Wtへ

　　　E’”あたりにわた

　　　つており，H’これが

　　　前述のようにおの

1　おの韓灘つて
　　　でるものとすると，

　　　書色ももちろん各
　　　　　　　　　1v，　　普が違うものと考

　　　えられる．そこ距

　　　ヴァイ［オリソの設

　　　計上eすべての晋

　　　｝：　a野　L一て最良の彊

　、eさと晋色を與え得

　　　ないとすれば，重

　　　要な苦にi野してま

　　　ず條件を満足さぜ・

　　　る方針を採らない

　　　わけにはしかない

　　　　ヴァイオリーソの

　　　各晋に費する演奏

　　・頻度を筆者らは下

　　・のようにしてしら

　　　べた．まずN，H．

　　　K．

　　　　　　　　　　＠

　　　第7圖・いろいろな魂柱の位置’　冗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　ヤ　　　　　　、による欄の周波数特性．　　　一：．
　　　　　　　　　　　　　　　　崩
　　　　　　　fジ
・7・　演奏上もつと亀頻繁に窺わる醤は痴とか

ヴブイオリソでだし得る晋は簗8圖のよ5に’G・から

　　　　　　　　　　k　　　　1

一

〆
φ

一

、甲

恥

｝

、
噌

へ

レ

f

r

〆

’

とド

f

「

輪

　　　周波数

　　　3／36．

　　　2　793．＼

　　263　7．　0

　　2隆4θ3
　　．20θβ　「

　　　1975．S
　　rV　1γ60．0－

　’　ノ567。9
　　1　　　ア336．9’
　　　73／8，5

　　　1774．7
　　　7046．5

　　’987．8
　　　880．0’

　　　783．9
　　　69θ．4

　　　660．O
　　　S87．3
　　1523．2
　　”493．8．

　　　440，0
　　　392．
　　　づ432、
　　－329．6
，　　　233．6

　　　261．6
／　　　246．3

　　　220、0
・　　IS6　1

　　　　　　　　　第8圖ヴアイオリンの書域

　　から昭科23年度に放邊されたヴァイオリン唾目を、

全部集φ，この一つ一つについて樂譜から書を拾いだし

・　　　〃互％
lOOZb

卿鉱

200‘v

250　‘v　一

　’　　・’　　・　∵、　　　・ff　t・1””i冨㍉砂桟rン・’慌写ニン鯉ゾ逼♂

　　　一　　一’　　　　　　1デ　　∵罪ガ∵」コ∫イF減∴諮

㌧醗甜を1添舞符を珍ξ咳よう甑軽砺く漏，
メれに卦財悟講か磯速礪嘗噸難嘩誹＼
　算し，これを全曲を通して蓮算寸る∴例えば第9厨ほこ∵、L・

　のようにしで得られたべr…トペンめク冨イッ「エルソナ湊．認ン
　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　に現わ縫舘の演奏頻度である一次いで紹和23琿度L－’t

の鞭朗詮部についてb獅｝繊めるとし策工o圖　1－
、が得られ・これが一懸ヴァイオ，りy¢～各音た封オる演奏・・∴

　頻度を與える．と思わ流る二圖で見るよう｝ごLl’：Eノが最　”V”h

　高を示し，弐いで、A及びA’・になみ少くともとの四　・、

、音はヴァイオリyにとつて重要な普といつてよ経であろ’“　t’

、5・そこで韻韻と覇こゴ・こ妨の重要嬬にはどくピ：
　に留意が必要である．　」t　　　、ヘ　ー　　　”　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　’t第9圖各菩の湊奏瀕度．．　、
　　　ヴァイオリ”？’ソナタ第9集（クロィツェルソナタ）ご！畏調’　　，”

　　　第1樂章アダヂオソステヌ鰯ト（1r120）べ一トベジ

　　　L　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H一　　　四”

320ら @uao‘b　　　soo・V∵　黎き　。　・

　　　　　　　弘．　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　⑩

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一〇－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　、　　530％　　　、　　　v
　　　　　　　　　　　！ooo
　　『●・
　　　　　　　　　　　　　　o

● e　　　　f

　勿ma　120－130初劒吻〃1841YO200

◇　　M　、一＼　　　　．

　・14ゴ　’　，　4・　　　二

254 卿〆　wa〆初　450で翅宰劒ifO．拶初吻卿’＆osoaw．、バ

冠競｝2∵坐∴こごメ∴窓一□1
　　　　レ包∴な∵三

　　　’　　，　ひ　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　t

ンヅ∴壷llこ郭弱。鯵添農



繋響媛螢毒㌍1ぎ転戚らL続

ワ
4
幅

遮

耳r　　t

謬

・，　　配繋1ゆ凝擁翻2＄離摩激逡のげアイ欧9．　。　2
　　　hb　　・　ン薩中に菱れ為瞥の簸慶一

∴轟磁魂臨蘇議灘擁
　　騨し｛縢れ蓼弓縫～飼腿幽膨の港の蓼∴吋
　　の構威鶴4COAV｛88fyv！sa◎型などの管n3es威雷麹　　：L’

　　ζの内幽o～力勢けていても㈱～IE3ditONrの結含で・1
　　132σ蝋380醤4鱒の整舞が葺に聞える勘の審の調鞭伽嚇’

　　になるのt，恥i職灘櫨鞠壷螂晦）磯郷．。

　　れる・　　　　．　　　　，　　　　　　　　　　、

　　　第13圖のス轡ル講威備果をこの理騨よつて解㌦

　。財etigrcas瀧繰陣ド騒調子の髄作る囎∴
　．に二りめ方漏：あ拳・第→垂灘準費に勲をスれ路難ぜ　．」

　　VgPt磁を勲魑囎慨例燃今nyの融だず砂！
　　に，幽函の鞭寵電糞いしダ脚》豊32？～の＝ウを、　・

　　灘焼の属よい．＃膿で厳勲の屯艇憾やゴ
　　　　　　　　’　　　　　als叡a馨Nナ卿　　　　　　　　　　㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！∵

Q“

　　　　　　麓雛麟・擁瀧叢鐙縫離

ダジ嶺養饗（黛》秘蜥②繍殿　　、　　・
　　　　キ　ド　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　し1

　　　饗質をしらべ馨にに繭のよ5覆機椀駒腐擬をやちず
　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殉　　　　　㌦

’ぐ；

魯・難纏蘇

鋤　」響一璽鑑姦魏喝ギ事鑑．｛卿劇

　　　　　　　〆　　　’

　　　　　　ヘキ・e
欄墾辺磁鋤・’　　x“
　　　　　　　k　　h　㍉

酪t聯脇1畷凝蔚ノ炉ず編擁麟leelSsさくt

転マ灘遊嘩輝瞬く野擁璽嘩勲符’孕：これ

翻窒・・：☆い報講緊、毒磁ミ

麟，

騨騨塑鰹饗鞭璽
ミー聾虞聯婿嘩轟翫ζ綾貫《矛璽筆けて撰輻し’錨ノノ

．．J㌧撃懸のよう数鍛騨に緻ンご脅≦ジドの厩
‘　”一

ﾍを綱海。灘蓬ま憲縢家t，して多久興氏tvア噂チ鍬　・
ab　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せも　　　ノみ

ご㍉アとし鷲鹸飾職い享賛碑嘗雛鯵夢為r」ら纏翻数鞍．ρ’t、

ヤ誕∴鋤為A：祉の勢，樋擁魔綾あ璃’R畿の践ecづtv・　…．　　・
へ，・・n　f　　‘　“　　　い　　　　y　b　’　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　nv　　イ

t” m饗穣藁磐蜜ブ薯霧腔輿癒曝躍｝轟鱒璽撒の鶴　　∴

姦舗霧蔑灘欝譲欝欝憲ン畷
魑喚麹ツ繊な薯懲麟翰参φ奪之ちル藏ぞ参嚇策の幽’

比　　　　　　　　　　　　　　　t

S　　　　　鰍　酎　楓　　　　φ　“　　’　駆轟膨　　一へφ晶

書；

w
、　　塩　虞

　　　馳w
憐｛8磁紛　　　廟

@　　　ぞ

　　　、　F　り@蝕　　　　骨　ザぜ　　　　”　　宛。　開甫〆　　　　　　　　一　　喋　　　㌔　　」

響〆　　噛

@　、　　　一　　　　，

Z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽

@　　騙

車纏葦ダ

賢鮮軽

　甑

…塾

　A@“
藷　　　洗　3躍　　♂　　　菌　蛍

z　　一　㌔電　　　　　　　　　　　　　ぜ

l蜜・　，ご
曜 ドf ヤ　　　　　　や　叫 ，　　　　　　　　　　沸

@4ン．タ宇毒灘讃

》縫擁轟～悔－蕪露

亨
墨

　

帆　悩も欝細

ぬ、、＼繋禦

磁・、趨藤

’奪確撒穣胤

・　ギ㌶
一ご　・㌦・

’いビ．・

nt @層　　 t願 @　μ　？

　ギ　　　　　　　　ft

薯1，3｛

　め

靱　儲議

｛瞬

ｵ　

琶瀞曇塗

鍮難諜討岬鶴毎㌔

　墨　　声　　　　一r

＄　　　　i・t　ノ　lt

ちま　bl7　　　　へな

　識　罫、　　　革

　L’ト㌔こ

　ゆ　　　れ　　メ
外H　　　　　　　　犀謎

、　　’　　　　瀞H。？

㌦誕　　ヤ眠Wt“

簿～
碁、、・“

，　　柳　聴v

　　毒一㎞

．rk lジ≠葬　’爵
ぎ浦やンv寺

ゐ　　thゆ　a

　sへva博“　脚

　　　、．ぺ5轡麹多爵
　　　v　　ヒピ，ヨぬ　　　　“　　まゑがが：’“
　　　　J　　　　やI　　　　　　　　　　　　　te　　　　　　　レaa

　”譜紙墾　流：、嫉為
揮　　呼蝋ゆ㍗搾『”Cl　1）　“一”Si　d’t

　編’濁、し翼£　s’・d’　”だ

　　ぜ手鵠季ゴ　　ビx：詳　　N－．ge　su

　　　　か譜。．β職　’

　　　　r’1㍗㌔

t　　　　　　　ケ　　　St　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　バ　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　t　　　　　　　　th

　。－A｝　＿伊　ご　二・∵・！「，
．　．　　蕗婆衡喚ざ磨酔舞費學灘琴，馬㌻
　　．k観晒，’一、・晶し避！．〆　・1・　極
　w・x”蹴　　　　　　　㌣　、緊ヒ徽囑プ鷺

　　　　　　　rl、、・触虻’　　試pm㍉

艦張夢戴勲纏鍵雛
継琳射墨・1啄調嶺毎

t，；x、∴陶軽v
一蕪i。猟曙麺ゴ　　　ご叢・鴛
　　　　　野ご1∴三蒙翠響1黙

　　　　　　　　　　　　　　　叢

　　　　露　L，，

　　　　零♂蜘
臣1’。轄㌔　　㍉？

　　　　＿？　di♂

　　　　・‘姦“，

　　　　“　せ囲

　　　　、響藝

　　　　∴ごノ．

　　　　㌔～卿．

　　　　　，
　　　　　L　ぐ，
　　　　　”／聖短蝿
　　　　　”　　　峨飛
　　　　。、一　　此ぜ

　　　　　ン
　　　　譜L》
　　　　　∴4
　　　　、　。残F
　　　　∴　　響
　　　　・ナ・
　　　　N　　ノ
　　　　　・へ1

　　　　’　藷菖
　　　　＿　～！慧
　　　　，　t　　l聯
　　　　fit　エ　　　ド
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　晒』蒸鍵藤　

、議

鑑



＼ア臨麓継噴騰費で寵な叡・ζず癬嫡ドよい
『ベー疑ゴ僧1軌ゆ脅乏しそ嵐1られるかゼ＿　二㌔　L

∴て鯖らの猶懐脚線抵猷・麟灘麟ζ
∴序と‘恥麺購や，飾4轡ジ購群紬騨竣
説　・・ぐ，騰淋雌㈱大ぎい霜ζのがき4愛りy多鯵色は舜．

匹．鰯オ震観ある・轄紗》郷齢門『磯質灘ら殿

☆批で，醸櫨要雄質である・耀の綾果が威ず、
∵ゐと，下のよ弓、に騰囎叡馨鰭を蝦に泌のぞ

　1めソ徽翻蝦謝る嫡め繊鍛鯛波鋤：齢
　　　　　　　ヤ　’　　　　　　　－　　s　　　　　　　　　　　　　ノイ　　　　　　　　ユ

へ，．　ので，遽方で減表しやすいレ，また廻扮しがたいまたσ

　　　腐い周波敏の撫厳のた醐こ勲こ不繁を與える・この理

　　　瀟を確立するには，な繊くの實験が必翼であろ5．．

　J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　－．－－　　　ノ　　　　　　　．、

　　．　ノ9’名濃塞家怯どんなヴァイオリンを好むか
s　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　p　　イ　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　暢・

　　　　　　ノN　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－’

　　　隊上耀の周灘轡緊韻を》娠ヅ・イ劒ソの
．・ ｣ふら名演奏家縁どれを遽ぶカヤア～リカでS興魂eτ一．

　e’　s．淑が194Q年にJas¢ha’項ieifetzとSascha　J4qQbSonに
　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
xt ^　よつて行つた1喪1fetzケズトの結果を一習でまどめる

警窟1齢欝［掌讐ツ∴等喧曇1端擁姦1響

1、欝緊警魁二鱗朧r騨錺肇
’勘でるこε・声ゴこ厳辮齢雑んなζとジ幾一
　　　起稼箪きやすさ」であ奄第一の黍iぎな普は1琴ものでる

　　、i“るが晋を大きくすぢと同職こ習質がくずれる．層質を
　　　　　・　J　　　　　　　　　　t　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　N

　　　よく保g輿驚ま大きな普ボでるヴンイオリソとにノ振動・

∵肇蹴織鷲奎鷺野騨醸姦離碧
　　　ツう蝋なこと1ま職的な繍齢うζど舜き・馨

　　びρ弾きやすさと雌灘観象1閣ずる特性である灘き

ぐ為・と痴泌擁鳩これ瞬胤たPt求く・X“ラデ
　　3一イバ妙客等め名器は識灘沙なくi暑がなかな賊餓

　　、ないが同時に，弾ぎ初めの曾の立上り，にも時間がか4

　　∴る．こ総騨き減さ1筋寵く撫のでむヂかレ

　　匹要求になる調灘特性は灘にのみ感じ52／65
　x’ので，聰衆には特とんどわからない．それだから聴衆の’t

　　　鋤ヴァイオリソと，「演奏家り好むヴァイ牙リソには差

　　　力：あり，聴衆は定常的な特性きえよければよ熔ヴァィォ

　　”．リンと剣籔をくだす．　　’　　－　　　　　　　　x“

　　　－10．塗斜の功顕’
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　t　　　。
　　　　ノノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　J　　　J

　　　・，塗料は演奏家にも樂器商にもぬな董まだ重大醜されてい、
　　　　　　ノ　　　ノ　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル

　　　る．鍵アイナりyの良否は塗料だけで津まb．と極言ずる
　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　　　洵き秀あるくらいである．色Am　Vnの葵的便値を離れて，

　　　純働重理的にほ防漁，板の彌煙撮度の壌加1㍉比翼の増力島　t

　轡れ，ごオ濾紬脚聴嚇果紬働蜘こr致ec”、
　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
’い6・’ @・ンe　’t．、tt　　vi’）べ　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　〆　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　堰慮　義：賠．託

　　　　ボ｛。獅幅越耀定駿：’〆
　　減衰獅増伽は共搬の鏡さ⑨を低下さ喪碑で此、

　周波敏特性に親、われるピrタの1頭をヱFらにするi勤果溌期1

　待されムi轄Sei惚畑わいで塗装前の周波鮒性と

　塗装後の轍を堵較するとこの推定はよく褒書きされる
　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　じ
　　ょいヴァィォリジに翼求される特性の一つである周波数

ドmeの賦さ麟しては好堺鶴よ尉が・購噸
　騨蝉くな醸めρ騨紳すさ」，や音量砥下とい
　　う狩ましくない結果をまねく・ζめ適量のととろを押え

　　　　　　　　　　　　　　　　　t，る瓢に問題があるらしく・それ以坦ζ塗輝の勘果は考郎

　　られない・、　　、、一一一　　　Wv　　　　　　°　　　　　　、

　　－lt・綻曙∬　’　　　　一＿、／，；　　　　　・、
　　　　　　　，　　－　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　，　　　　，

　　名器噸求諏る雛が緯編當がつざヅ方ti・Pt
　材釣の擁を纏的に§戯ac面zeナ絢能擬
　ついたので，・問題灌どこ奪どうするかとい5．理論臨結舎p

“㌍隔凝になる・・こ紡にっ・噂家磯館鞭、
　できることと思う．筆をおくに轡つて，こ⑱研鱗…に御擾．

　助いただいた篠崎弘嗣馬服部助一沃，N．EK牧定魯

　氏，多久興氏，多久爾氏らに深謝の意を表する・
　　’　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一　’　，
　　　〔カもトは測瀧用いたヴァイオリン．左ぶり試作ヴァイオサン　　『

　　　く生筋製）．Puglisi（イタリア製）．鈴木，β號工　　　　、、　t　s

　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’　　　I　l　、

　勃燃，短油性ワ欲（切九ノツ噸麟芝勇蜷マ＿・・

gx　fsiどを塗り趨蝋郷お、・てq耀輝騨の勲謎

灘した・・そ聯黙越雛鐸攣幡難醗銑頭
、　×勘乳であつたものぶ髄装によウで丈69×拶一乳とな’＼．
　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　v　A　　　s　　”ヨ　し　　s

　り・20％壇越なつ払翠即壌煽樋艘o％で麟騨…♪

・の聯峯総して離鐵鱒働錨しない概弦㌃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪

煙

，㌧　激衰寧に影響を挙よぼすはずで’．er　teして一艇に評便蓬　　’

　’　身Lrζいるよう．な大妻な彼翻をもりかどi5’かは疑聞で勘る

〕　蘂麿射嫌14慶に示すような装置でSeike訊試露の時　　・

直鹸凱轡糊工燭嘩鱒〕鱗離を偶rv
　　－　Ulこ（i），ケ癬ス㈹悔ス筆ルゴム溶液㈹那
　　t　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　ノ　　　　　　L　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

暴1：漁》餓翼ジ擁㌃朗∴》1∴：

。　　　r・　　　丈　　　献　　　’　　．　　，、
　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　（1）CV．　Ra畑ΩξPh惣，　Ma“g．39．1920．　！　　　　　　　　　．
．　．ζ2）　CV．　Ra】ロ謙a鵡3　Hand，（鼻Phys．　B（江＆192マ（S　381》．　　　　＿

　（3＞　H．Backhau5二〇Z．f，　PhyS・Bd：62　（1930夢S381）。　　　P　　　・

　（4）R，A　Abbot魏　エAS．A　7，11工〈1935）。　　，　　　、　嘱～－

f（s）R．a・Abb。tt、｝A　S編1．（1蜘　　瀞、一綜＿t｛
　ぐ6）H，Mqitve1：Akustd　－7eits．．2．22。462（1937）　．　’　　　㌦一∵

　《7）E；．　R・htOft　A鵬4珊・y・Jg8．　177（1蜘・　　’L　コ
　、　　　。　　z6量t悉Phr坦77餌q等葡）　　　’　　・　’
　（8ン　F。A．＄．　qunders：　J．A　S、A．19．’（1932）4’　　　　，　　二　　　　　　　　　　　！

　T（9’～　kA・S縄ade鞭㍉謬・Frankt　I駆sち．229・．9・こ（1grp）・　　　　∵、

　㈲F．A・．　SaruAdgr＄g　JiA・SA．　i7．　S．．（1ξ妬）㌦’　・げ　．・・

　（慧）K，Ftetcher！s脚面蘭d耳eari聴？247・　　，　～　　　＼
　《工念〉・濁倉奉爵も叢勤1瑠垂凱．（ig⑳2　’一　　一　　　　・＾ノ・、ン

　鋤灘鰍滋騨解解岬郵蝉・・！ISIen：・．一∴・・

曽財掌∴』』㍉1勢’〆㌔冠γ勉厩

∵．1寵二窺癌☆批＼ぶ誕霧


